
静岡大学教育学部附属浜松小学校における教育課程特例校の取組について 

 

１ 特別の教育課程開始年度  令和７年度 

 

２ 特別の教育課程の概要 

小中一貫の教育目標である「自己を磨き 他とともに よりよい未来を創造する子の育成」の具現

化を図るため，道徳教育の「My Life 領域」と，「文化創造領域」「未来創造領域」「学校創造領域」の

３つの領域を，「１＋３領域」と教育課程を編成していく。 

  そのために，以下のように教科を新設する。 

  〈My Life 領域〉 

「特別の教科 道徳」を，35 時間（1 学年は 34 時間）削減し，補完する教科として「My Life 科」

を 25 時間新設する。10 時間は,「未来創造領域」「学校創造領域」に 5 時間ずつ加えることで,教育

課程全体を通して,めざす道徳性を育む。 

〈文化創造領域〉 

1 学年・２学年に「外国語活動」を新設し,9 年間の学びに関連をもたせる。なお,１学年・2 学

年は,「生活科」の 30 時間を充てる。 

〈未来創造領域〉 

「生活科」「総合的な学習の時間」を 70 時間削減し，未来創造領域の中心となる「生活」「総

合」を 75 時間（1 学年は 76 時間,２学年は 80 時間）新設する。 

〈学校創造領域〉 

「特別活動」を 35 時間（1 学年は 34 時間）削減し，補完する教科として学校創造領域の中心

となる「生活創造」を 40 時間（1 学年は 39 時間）新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 学校の特色を活かして特別の教育課程を編成して行う理由 

  紛争，人口減少・少子高齢化，人口知能（AI），環境問題等，Society5.0 時代を迎え，子どもを取り

巻く社会は VUCA であり，様々な要素が複雑に絡み合った課題が数多く生まれている。社会の在り

方が劇的に変化している。さらに，いじめの問題は，学校教育のみならず社会問題として見過ごすこ

とのできない課題となっている。従来の社会構造の中で行われ，本校の子どもにも散見される「正解

主義」や「同調圧力」への偏りからの脱却や，誰一人取り残すことのできない，持続可能で多様性と

包摂性のある社会の実現が急務である。 

  そこで，本校では，教育課程全体を通して，子どもが民主的な「自己の在り方・生き方」を拡げ，

深めるために，小中一貫のエージェンシーベイスのカリキュラムを構築，実施していく。 

  教育課程全体で，子ども一人ひとりが「ひと・もの・こと」との関係に目を向け，よりよいものに

変えていくことで，「自己の在り方・生き方」を拡げ・深められると考える。そして，これらを可能と

するエージェンシーベイスカリキュラムを構築，実施し，小中一貫の教育目標である「自己を磨き 他

とともに よりよい未来を創造する子の育成」を具現化するために，教育課程を変更する。 

 

４ 特別の教育課程を編成する際の各教科等の授業時数 

 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 計 

国語 ３０６ ３１５ ２４５ ２４５ １７５ １７５ １４６１ 

社会   ７０ ９０ １００ １０５ ３６５ 

算数 １３６ １７５ １７５ １７５ １７５ １７５ １０１１ 

理科   ９０ １０５ １０５ １０５ ４０５ 

生活        

音楽 ６８ ７０ ６０ ６０ ５０ ５０ ３５８ 

図画工作 ６８ ７０ ６０ ６０ ５０ ５０ ３５８ 

家庭     ６０ ５５ １１５ 

体育 １０２ １０５ １０５ １０５ ９０ ９０ ５９７ 

外国語     ７０ ７０ １４０ 

外国語活動 ３０ ３０ ３５ ３５   １３０ 

My Life 科 ２５ ２５ ２５ ２５ ２５ ２５ １５０ 

生活・総合 生活７６ 生活８０ 総合７５ 総合７５ 総合７５ 総合７５ ４５６ 

生活創造 ３９ ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ２３９ 

合計 ８５０ ９１０ ９８０ １０１５ １０１５ １０１５ ５７８５ 

 

 

 


